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１．研究概要 

国立がん研究センター、帝人株式会社、帝人リジェネット株式会社、株式会社ジャパン・ティッシュエンジニア

リング、および三井不動産株式会社は、がんをはじめとする未解決の疾患への革新的治療法の創出を目指し、

再生医療等製品の研究・開発から、事業計画策定、商用生産までの過程をワンストップで実現する「再生医療

プラットフォーム」を柏の葉スマートシティ（千葉県柏市）で構築している。本課題では、このプラットフォームを活

用し、基礎・応用段階の課題に対して、シーズの独自性を損なわないよう科学的なコンセプトを十分に理解した

上で、目指す実用化プロファイルからバックキャストし、事業化戦略に基づいた伴走支援、それに必要な個別の

シーズに特化した情報収集・調査と各シーズが社会実装する際の将来像の予測、プログラム内各課題の研究

動向の把握と支援対象の研究開発課題の抽出、人材育成・支援機能の強化・ノウハウの蓄積を行っている。 

 

２．評価結果 

臨床的ながん分野で豊富な経験をもつ代表機関を中心として、再生医療等製品で実績ある企業が分担機関

として参画する特徴的な体制を構築しており、支援担当した研究開発課題に対して、実用化を考慮した事業化

戦略や独自の分析の実施等、丁寧な支援活動を行っている。代表機関、分担機関と異なる組織の研究課題を

積極的に支援している点は評価できる。今後、ステージの進んだ研究開発課題を担当すれば、製造適性・品質

評価等に関しても適切な支援・提案できる可能性が期待できる。研究開発初期段階からの伴走支援については、

必ずしも得意としてきた開発ステージではないものの、その点を十分に踏まえて、丁寧にコミュニケーションを図

って研究開発課題を支援しているとみられる。研究開発初期段階の事業化戦略支援で得た経験や留意点等を

周知可能な資料等として事後評価までに作成し、人材育成等に貢献することが期待される。がん分野に特化し

ている特徴から、再生・細胞医療・遺伝子治療実現加速化プログラム全体のなかでの研究開発課題支援担当

数は限定的となっている。 


